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赤血球不規則抗体保有カードの発行について

不規則抗体とは？
　ABO型以外の赤血球に対する抗体（免疫）のことです。この抗体は輸血や妊娠をきっかけに、他人の赤血球に反応して作られることがありますが、必ずしもすべての人にできるわけではありません。一回の輸血で抗体が作られてしまう人もいれば、何回も輸血を受けているのに作られない人もいます。また、抗体にはたくさん種類があるので、一度抗体ができても、新たに輸血をすると、新しく違う種類の抗体ができる可能性もあります。
　
注意すること
①日常生活を送る上では何の問題もありません。　
②輸血を受ける場合は、ABO型を合わせるだけではなく、患者さんの抗体が反応しない血液を合わせる必要があります。ABO型が合っていても、患者さんの抗体が反応してしまう血液を輸血してしまうと、患者さんの抗体が輸血された赤血球を攻撃し、血尿や貧血、黄疸などの副作用が現れることがあります。
③妊娠した場合は、妊婦の抗体が胎児の赤血球を壊してしまう可能性があるため、注意深く観察していくことが必要です。

カードの目的
　一度抗体が検出されても、時間の経過とともに弱くなり、再度検査をした時には見つからない場合があります。たとえ検査結果が陰性になったとしても、輸血などで再び他人の赤血球の刺激を受けると、弱くなっていた抗体が反応し、急激に抗体が作られることがあります。その場合、輸血後しばらくした後に副作用が起こります。
　このカードは、患者さんが不規則抗体を持っていることを先生や検査課の人に伝えるものです。特に、抗体が検査で見つからない状態になっている場合にはとても役に立ちます。保険証や診察券と一緒に保管し、手術や輸血を受ける場合、あるいは妊娠した場合には、受診している病院へ必ずこのカードを見せてください。

わからないことがありましたら、担当の先生までお問い合わせください。
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